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こホンザルの雄 1頭と雌 1頭から大殿臥 中殿
臥 小殿筋の中央部を,筋の横断面全体が観察で
きるように取った｡筋線維は,アルカリ処理後の
ミオシンATPアーゼ反応が弱い筋線維を Ⅰ型と
し,その反応は強い筋線維をⅠ型とした｡さら
に.NADH脱水素酵素活性が高い筋線維をTA
型,その活性が弱い筋線維をTB塾に分現した｡
大殿筋では,Ⅰ塾筋線維が浅部で4.9-10.2%,
深部で9.1-13.5%と少ない｡殿筋のなかで最も
大きい中殿筋では,Ⅰ型筋線維が姓の浅部で11.
9%,その深部で59.1%であり,雌の浅部で18.
9%,深部で98.3%と,浅部よりも深部で l塾筋
線維が多く分布する｡最も深部に位置する小殿筋
のⅠ塾筋線維は,雄の浅部で40.0%,その深部で
46.9%,雌の浅部で56.0%.深部で87.0%と深部
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